
いつか大切な誰かのために
今、誰かの「支え手」になってください。

認知症等見守りメイトになりませんか？
認知症の方や介護する家族の心の支えになるボランティア、それが認知症等見守りメイトです。

活動内容は、日々の挨拶や声掛け、相談相手、遠くからそっと見守るなどです。

認知症の方や家族に安心を与えられるもっとも身近な「支え手」となります。

認知症を学び認知症の方や介護家族の思いを学ぶ講座です。
認知症等見守りメイトは、認知症の基本的な知識と対応を学ぶ 2日間の養成講座を

受講した人です。鹿児島市内でボランティア活動ができる方なら誰でも受講できます。

講座を修了したら認知症等見守りメイトとして登録できます。
講座を修了すると、鹿児島市に認知症等見守りメイトとして登録できます。

長寿あんしん相談センターに見守り希望の方からメイト利用の申請があれば、

居住地等を考慮してメイトの方に活動を要請します。

メイトの活動は、長寿あんしん相談センターが支援しますので安心して活動していただけます。
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≪見守り活動までの流れ≫ 
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≪見守り活動・支援のイメージ≫ 
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    ～見守り活動を開始する前に、関係者全員で打合せをします～ 
 

決めること：活動内容、頻度、時間帯、留意事項、緊急時の連絡先  など 
 

参加者：認知症等の高齢者、家族等、認知症等見守りメイト、 

担当ケアマネジャー、地域の民生委員、 

長寿あんしん相談センター  など 

① 見守り活動の 

 相談・依頼 

（申請書の提出） 

② 活動依頼 

地域や依頼内容に

応じて、メイトへ活動

を依頼します。 

③ 顔合せカンファレンス 
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や家族等 

市 

連   携 

情報共有 
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見守り活動を実施した認知症等見守りメイトは、 

長寿あんしん相談センターに報告書を毎月提出します。 

長寿あんしん相談センターは、市と報告内容を共有し、 

必要に応じて対応方法等の確認・助言を行います。 

 

認知症等の高齢者の状況変化や困りごとが

あった場合には、顔合せカンファレンスで確認し

た流れで、情報共有を行います。 

（例：１番目に担当ケアマネジャーへ連絡 など） 
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